A preliminary study of delayed auditory feedback and brain activity of bilateral prefrontal region detected by functional near infrared spectroscopy (fNIRS) by 山下, 弘毅 et al.
  〔千葉医学　88：71， 2012〕 
＊千葉大学大学院医学薬学府先端生命科学
1) 千葉大学フロンティアメディカル工学研究開発センター
2) 千葉大学大学院医学研究院認知行動生理学
Tel. 043-290-3118. Fax. 043-290-3118. E-mail: kokiyamashita@hotmail.com
  〔原著〕 Delayed auditory feedbackと
近赤外線スペクトロコピーを用いた
脳活動計測のプレリミナリー研究
山　下　弘　毅＊　　笠　置　泰　史1)　　中　澤　　　健2)　　下　山　一　郎1)
（2011年 7月12日受付，2011年11月 8日受理）
要　　旨
　Delayed auditory feedbackタスク実行時の両側前頭葉における脳活動を近赤外線スペクトロコ
ピー（functional near-infrared light spectroscopy; fNIRS）を用いて計測した。10名の聴覚異常の
既往のない健常者が被験者として本研究に参加した。被験者は，インナーイヤーフォンにて自身の
声を聴きながら日本語版のイソップ物語を音読した。音読時に被験者が聴いている自身の声に遅れ
がないnon-delayタスクと，機械的に200ms遅れた自身の声を聴きながら音読しているdelayタス
クの 2通りのタスクを，それぞれ 5回，交互に実行した。タスク実行時の額中央部の皮下血流の総
ヘモグロビン値（total Hb），両側前頭葉の total Hbおよび酸化ヘモグロビン値（Oxy-Hb）の変化
について検討した。また，音読時の音声を録音し，音読時間についても検討した。平均音読時間は，
non-delayタスク実行時と比較して，delayタスク実行時に有意に延長した。額の皮下および fNIRS
のHbの変化を見ると，額の皮下血流の total Hbの変化と両側前頭葉 total Hbの変化の相関は低い
ことが示され，fNIRSにより計測された両側前頭葉のHbの変化は皮下血流の影響を受けていない
と考えられた。non-delayタスクとdelayタスク実行時での両側前頭前皮質のOxy-Hbの変化の差は
認められなかった。左前頭葉では，タスク実行前と比較してdelayタスク，non-delayタスク実行
時にかかわらず音読時のOxy-Hbの有意な上昇が認められ，右前頭葉においてはOxy-Hbの上昇は
認められたものの統計学的有意差は認められなかったことから，脳の左右における言語処理に関連
する機能的な違いが反映された可能性が考えられた。
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